
	

 
Red Hat 認定プラグラムに関する よくあるご質問 

【はじめに】 

Red Hat 認定プログラムは、厳格で実践的なテストに基づいてスキルを検証するための方法です。Red Hat 認定を取

得するには、技術に関する質問に答えるのではなく、Red Hat のテクノロジーを使用して、実世界で発生するタスクを

完了させる実践的、実用的な試験に合格する必要があります。 

企業にとっては、Red Hat 認定プログラムによって、最も条件を満たし実力が証明されたシステム管理者、アプリケー

ション開発者や設計者などを見つけられるという大きな利点があります。 

さらに、このプログラムは、IT プロフェッショナルにとっては Red Hat 製品を使用する際に知っておくべきことのベンチ

マークの確立に活用できます。 

以下に認定プログラムについて、よるある質問をまとめました。是非、認定プログラムの理解にお役立てください。 
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【全般的なご質問】 

 

Red Hat 認定プログラムの目的

は？ 

 

 

 

Red Hat の認定プログラムは、エンジニアのテクニカルスキルや知識を評

価します。 

従業員、契約社員、コンサルタントなどの採用を行う組織においては、採

用、配属、昇進やその他経営判断のために Red Hat 認定を活用できます。 

同様に、認定を取得する個人にとっても、スキルや知識を公式で公平な

評価を得ることによって価値を高めることがで きます。

”パフォーマンスベース”試験とは？ 

 

 

 

パフォーマンスベース試験とは、仕事の現場で直面するのと同様の実務

に即したタスクを実行することによって評価する試験です。 

パフォーマンスベース試験は、実技試験とか実地試験とも呼ばれます。 

Red Hat 認定試験は、すべてパフォーマンスベース試験です。Red Hat は、

IT 業界におけるパフォーマンスベース試験のリーダーであり、この方法が

受験者の実力をより的確に評価できる方法と考えています。 

試験を受験する際に、どのような身

分証明書が必要ですか？ 

 

 

原則として、公的機関で発行された写真付きの身分証明書（運転免許書、

パスポート など）が必要となります。 

公的な写真付きの身分証明書をお持ちでない場合は、各地域の Red Hat

または Red Hat トレーニングパートナーまで、 受付可能な身分証明書類

についてお問い合わせください。 

個人用試験セッション（IES）とは？ 

 

 

 

個人用試験セッション（IES）は、Red Hat が教室で実施している公開試験

に替わる便利な試験方法です。プロの試験官によるリモートでの監督の

もと、試験センターのセキュアなシステムで提供される試験を受験できま

す。 

 

詳細は、https://www.redhat.com/ja/services/certification/individual-

exams をご確認ください。 

※日本国内での提供については、現在準備中

試験の公式な結果は、いつ受け取

ることができますか？ 

 

 

 

適切な連絡先情報が登録されていると仮定すると、試験結果は米国時間

の３営業日以内に受験者に電子メールで結果が通知されます。 

残念ながら、メールサーバーが試験結果をスパムと判定して、フィルタさ

れてしまう場合があります。 

米国時間の３営業日以内に結果が届かなかった場合は、

https://www.redhat.com/rhtapps/certification/comments/ までご連絡く

ださい。 

証明書は、いつ取得することができ

ますか？ 

 

試験結果の電子メールに、電子証明書が添付されて送られます。

認定試験の要件やテストの情報な

ど全般的な情報は、どこで確認で

きますか？ 

各認定資格の情報とそれらの要件は、

https://www.redhat.com/ja/services/certification をご確認ください



	

 

RHCSA と RHCE の違いは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

RHCSA は、Red Hat が提供する基本となるシステム管理者の認定を目

的としています。 

Red Hat Enterprise Linux® 6 のリリース以降、RHCE の取得を目指す全

ての方が、この認定の取得から始めることになります。RHCE は、Red Hat 

Enterprise Linux に関するより深いスキルと知識を持っていることを証明し

ます。 

 

Red Hat Enterprise Linux® 6 以降で RHCE を取得するためには、RHCSA

とは別に RHCE 認定試験に合格する必要があります。 

認定資格のプロファイル管理は、ど

のように行いますか？ 

 

Red Hat Certification Central portal 

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/account.html にログイン

して行います。

認定資格のカレントステータスの確

認方法は？ 

 

Red Hat 認定のステータスは、

https://www.redhat.com/rhtapps/certification/verify/?certId= 

に認定番号を入力することで、カレントの確認を行うことができます。 

Red Hat 再認定ポリシーとは何で

すか？ 

 

Red Hat の再認定ポリシーは、以下のページをご確認ください。 

https://www.redhat.com/ja/services/certification/renewal 

【Red Hat 認定プログラムの変更に関するご質問】 

エキスパート認定ー

Infrastructure-as-a-Serviceー

は、何故 RHCSAーRed Hat 

OpenStackー と名称変更したの

ですか？ 

 

 

使用する技術(Red Hat Enterprise Linux OpenStack® Platform)とその技術

を追求する人々（システム管理者） の仕事の役割に、より適切に反映でき

るように、資格の名前を変更しました。 

 

Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform の Red Hat トレーニングと

認定資格は、ワールドワイドで提供されており、世界中の IT プロフェッショ

ナルが、この強力かつ急速に進化する技術について学ぶための環境を整

えています。 

既に取得したエキスパート認定 

ーInfrastructure-as-a-Service

ーの扱いは、どのようになります

か？ また、新しい認定証は、受け

取れますか？ 

 

 

新しいタイトルを使うようにしてください。Red Hat は、2014 年 1 月に交換用

の認定証を発行しました。 

 

 

 

Red Hat 認定セキュリティスペシ

ャリストプログラムは、何が変更

になるのですか？ 

 

 

レッドハット認定セキュリティスペシャリスト·プログラムは、2014 年 2 月 28

日をもって、試験は終了しました。 

今後は、焦点を絞った資格やコースを通じ、セキュリティをすべてのトレー

ニングや認定試験の構成要素とすることにより、 適切なセキュリティプラク

ティスを促進し、奨励していきます。また、セキュリティに重点を置いたトレ

ーニングコースの追加等も、計画しています。  



	

カレントのセキュリティスペシャリ

ストは、試験終了とともに認定で

はなくなるのですか？ 

 

    

 

現在、RHCSS の要件を満たしている人は、まだ RHCSS であり、その地位

を主張することができます。  

そのステータスは、

https://www.redhat.com/rhtapps/certification/verify/?certId= で認定番号

を入力することで確認することができます。 

エキスパート認定 ーディレクトリ

サービスおよび認証ーは、何故中

止されたのですか？ 

 

 

 

 

エキスパート認定 ーディレクトリサービスおよび認証ーは、エキスパート認

定 ーServer Hardeningーに置き換えられました。この新しい資格のアイデ

ンティティ管理コンポーネントは、Red Hat Enterprise Linux の Red Hat IdM

を 使用した ID 管理に焦点を当てています。 

なお、すでに取得されている資格については、資格の確認ページで引き続

き表示されます。 

エキスパート認定 ーSELinux ポ

リシー管理ーは、どうなったので

すか？ 

 

 

 

 

 

エキスパート認定 ーSELinux ポリシー管理ーは、 2014 年 2 月 14 日で提

供を終了しました。 

関連するコース（Red Hat SELinux ポリシー管理）の提供は終了し、多くの

人に、より適した短く、焦点を絞ったコースに 置き換えられる予定です。 な

お、現時点でこの短いコースに対応した認定資格を設定する予定はありま

せん。 

何故、RHCA を取得するためのエ

キスパート認定の数を拡張したの

ですか？ 

RHCA の獲得に向けて、取得しなければならない認定試験の選択に、柔軟

性をもたせるための変更を行いました。

認定試験の認定条件として、カレ

ントの RHCE でなければならない

のか？ 

 

 

 

 

 

 

2014 年 5 月 15 日をもって、Red Hat は、以下の試験を受験するために、カ

レントの RHCE でなければならないという前提条件を廃止いたしました。 

•エキスパート認定 ー導入およびシステム管理ー (EX401) 

•エキスパート認定 ーServer Hardeningー (EX413) 

•エキスパート認定 ークラスタリングおよびストレージ管理ー (EX436) 

•エキスパート認定 ーパフォーマンスチューニングー (EX442)

Red Hat 認定プロフェッショナル

の確認と識別に適用される変更

点とは何ですか？ 

 

 

 

 

 

Red Hat 認定に関するオンラインでの確認、検索、ロゴへのアクセスなどの

サービスは、2014 年 10 月 1 日より 以下の要件で更新されました。 

•Red Hat 認定プロフェッショナルは、オンライン利用規約に同意の上、

redhat.com の有効なユーザー名と認定資格の ID をマップする必要があり

ます。 

•認定資格の確認や資格者の検索の結果表示されるのは、カレントの認定

資格および認定のみとなります。その他、過去のすべての合格履歴は（ノ

ンカレントも含む）は、検索結果ページの下段に、一覧表示されますが、カ

レントの認定資格とは区別されて表示されます。 

•Red Hat は、Red Hat 認定資格者に対して、カレントステータスのロゴのみ

ダウンロードおよび使用を許可します。 

  



	

 

セキュリティスペシャリストおよび

データセンタースペシャリストの変

更点とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Red Hat 認定プロフェッショナルの採用を検討する、採用責任者や人事担

当者でも理解しやすいように、認定プログラム体系をシンプルにし、タイトル

数を減らしています。RHCSS と RHCDS を段階的に廃止していますが、より

広く知られている RHCA プログラムを拡大し、その資格を得るために多くの

方法を提供します。 

 

RHCSS と RHCDS の段階的廃止 については、次の点に注意してください。 

•RHCSS 認定に必要とされる試験は、すでに提供を終了しています。 

•Red Hat Enterprise Linux5 上で獲得したすべての RHCE 認定は、Red Hat 

Enterprise Linux7 のリリース後 60 日で、 ノンカレントになりました。 そのた

め RHCSS または RHCDS プログラムのプログラム要件を満たしません。

RHCSS または RHCDS の再認定はできなくなりますが、それぞれの Red 

Hat エキスパート認定については、Red Hat Enterprise Linux 6 または 7 の

RHCE として再認定を取得することで、RHCA 認定取得に適用することがで

きます。 

•Red Hat Enterprise Linux6 で取得した RHCE で、RHCSS または RHCDS

を取得した方は、最後のエキスパート試験の合格日から 3 年間はカレント

とみなされます。RHCSS または RHCDS という資格自体の再認定はできな

くなりますが、 それぞれの Red Hat エキスパート認定については、RHCA

認定に適用できます。 

•Red Hat Enterprise Linux7 で RHCE を取得した後、RHCSS または

RHCDS を獲得することはできません。 

エキスパート認定の変更点とは？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

Red Hat エキスパート認定に、カレントとノンカレントの設定が開始されまし

た.。今までは、カレントまたはノンカレントの設定はありませんでしたが、認

定確認ページでは、どのテクノロジーバージョンで 合格したかの情報を持

っています。再認定および有効期限ポリシーは、認定プログラムへのベスト

プラクティスです。 

 

これらのポリシーを導入することで、資格自体の信頼性を高めることになり

ます。 

新しいポリシーの適用は以下のとおり: 

・2014 年 10 月 1 日以降に取得するエキスパート認定は、取得から 3 年間

はカレントとみなされます。 

 

・2014 年 10 月 1 日以前に取得したエキスパート認定については、2017 年

10 月 1 日までの期間をカレントとみなします。    

Red Hat は、2005 年以降エキスパート認定を取得してきたプロフェッショナ

ルの皆さんが、スムーズに新しい体系に移行されるよう望んでおります。 

 

 

 

 

 



	

RHCA 認定の変更点とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RHCA は、Red Hat 最上位資格として認知され、世界的にも非常に人気の

資格へと進化してきました。 

しかしながら、Red Hat 製品は大きく変化し、Linux からミドルウェア、仮想

化、ストレージ、そしてクラウドへと拡張してきました。 

 

Red Hat のアーキテクチャは、かつては一つのビジョンで構成されていまし

たが、当社の拡大を続ける製品ポートフォリオは、多様なアーキテクチャ構

成が可能となり、お客様の事情に合わせて、我々のテクノロジーを選択い

ただけるようになりました。 

同様の変化は、我々のアーキテクトレベルの認定資格にも求められており、

RHCA を取得するための合格パスについても柔軟なアプローチをとること

になりました。  

RHCA 認定は以下のように変更となります。 

カレントの RHCE に加え、以下の認定資格の中から 5 つ以上の合格で

RHCA と認定されます。 

 

RHCE ーRed Hat OpenStackー  

RHCSA ーRed Hat OpenStackー  

Red Hat エキスパート認定 ーHybrid Cloud Managementー  

Red Hat エキスパート認定 ーHybrid Cloud Storageー  

Red Hat 認定仮想化技術管理者 (RHCVA)  

Red Hat エキスパート認定 ー導入およびシステム管理ー  

Red Hat エキスパート認定 ーHigh Availability Clusteringー  

Red Hat エキスパート認定 ーパフォーマンスチューニングー  

Red Hat エキスパート認定 ーServer Hardeningー  

Red Hat エキスパート認定 ーAtomic Host Container Administrationー  

Red Hat エキスパート認定 ーPlatform-as-a-Serviceー  

Red Hat 認定 JBoss 管理者 (RHCJA)  

Red Hat エキスパート認定 ーData Virtualizationー  

Red Hat エキスパート認定 ーPersistenceー  

Red Hat エキスパート認定 ーCamel Developmentー  

Red Hat エキスパート認定 ーBusiness Rulesー  

Red Hat エキスパート認定 ーBusiness Process Designー  

Red Hat エキスパート認定 ーFast-Cache Application Developmentー  

Red Hat エキスパート認定 ーセキュリティ: ネットワークサービスー(注)  

Red Hat エキスパート認定 ーディレクトリサービスおよび認証ー（注）  

Red Hat エキスパート認定 ーSELinux ポリシー管理ー（注）  

注: エキスパート認定 ーセキュリティ:ネットワークサービスー、ーディレク

トリサービスと認証ー、ーSELinux ポリシー管理ー の認定試験の提供は終

了していますが 、このドキュメントで説明のとおり、RHCA 認定の適用とな

ります。

【お問い合わせ先】 

レッドハット株式会社  Red Hat トレーニング担当  

TEL 03-6408-1699  

e-mail:training-jp-admin@redhat.com 


